第３回鳥栖市総合教育会議　議事録
	会議名
	第３回鳥栖市総合教育会議

	日時
	平成28年1月20日（水）  開会　午後  1時10分
　　　　　　　　　　　　  閉会　午後　1時35分

	会場
	市役所3階第1委員会室

	公開・非公開
	公開

	出席者
	構成員：橋本市長、西山教育委員長、吉原教育委員長職務代理者、深川教育委員、古澤教育委員、天野教育長
事務局：江嵜教育次長兼教育総務課長、原教育総務課総務係長

	傍聴
	1人

	協議事項
	◆鳥栖市教育大綱（第2案）について

	発　言　者
	内　　容

	江嵜教育次長
	では、皆さん、改めましてこんにちは。定刻となりましたので、ただいまより、第３回目の総合教育会議のほうを開催させていただきます。なお、進行につきましては、市長のほうにお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。

	橋本市長
	はい、こんにちは。今日は第３回目となります鳥栖市の総合教育会議を開催しましたところ、お忙しい中、また寒い中お集まりくださいましてありがとうございます。
今日予定をしておりますのは、前回、２回目で教育大綱の案をお示しをして御意見をちょうだいしました。たくさんの御意見をちょうだいしましたので、そのちょうだいしたものも含めまして、修正をいたしましたので、もう一度確認をいただきまして、今日御了解いただけましたら、これを教育大綱として議会の方に報告をしてまいりたいというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
では、全体の説明、あと修正箇所の説明、お願いいたします。

	江嵜教育次長
	（資料に基づき説明）
一応、お手元に配付しておりますその修正内容については以上でございますけれども、教育方針の２ですね。今開いてもらっているページの左側のページになりますけれども、教育方針２の「生涯にわたり自ら学び続ける学習環境の実現」と。この分でですね、一点追加をさせていただきたいのが、下のほうのダイヤ印が４つございますけれども、そのうちの下から２番目、「子どもたちが健やかに生まれ育つ地域社会を築くため、家庭、地域、事業者等一体となって子育て支援を充実させます」というような文言がございますけれども、この３番目につきましては、実は内容といたしましては放課後児童クラブ、生涯学習課のほうで所管しておりますけれども、放課後児童クラブ・なかよし会を意識した表現で、当初記載のほうをさせていただいておったんですけれども、「子育て支援の充実」という表現が、ここの「生涯にわたり自ら学び続ける学習環境の実現」というような教育の大きな方針には、ちょっと文章としてそぐわないだろうというようなことで、この一文を削除をしていただきまして、なかよし会につきましてはその下段の、一番最後のダイヤマークの「学校や家庭、地域と連携を深めながら、青少年を心豊かに育みます」と、この中に含めるというようなことで整理をさせていただきたいというようなことで考えております。
修正点につきましては以上でございます。

	橋本市長
	はい、ありがとうございます。
今、前回の会議で御指摘いただいたものからの修正点、そして教育方針の２番のところでの削除の部分の説明をいたしましたけれども、これに対して御意見等ございましたらちょうだいしたいと思います。

	西山教育委員長
	前回からいろいろ御検討いただいて、この教育の基本理念のところで、「羽ばたけ！」という、このマークがついた非常にこう力強い表現を入れていただいております。さらに、「グローバル化の中、国際社会で活躍できる人財」というのもまた、挿入していただいております。この点については、現在鳥栖市で進めております教科「日本語」もやはりこういったことを念頭に置きながら、推進しておると。それと軌を一にするということではないかと思います。
また、先日、文科省の課長さんが来られて市内の学校で講演されましたけれども、そのときに、現在国のほうで検討を進めてあります、いわゆる今後の新学習指導要領、それの狙いといいますか、それの骨子のところを講演の中で触れていただきましたけれども、その中にもやはり、例えばこういう文言がございます。国際化が進展する中、文科省は、日本の伝統文化を正しく伝える力を身につけ、世界に羽ばたく人材の育成を見据えているというようなことで、やはり新指導要領でも、そういったような国際化を見据えたところの子どもたちの育成というものを大きな柱に掲げておるというようなことからいたしますと、先ほどの鳥栖の教科「日本語」と合わせてですね、今後の鳥栖市の教育大綱ということについては、大きな方向性をですね、ここで示していただいたんではないかと。
まあ恐らく、現在県内の市町、他のところでもいろいろ教育大綱策定が進められておりますけれども、やはりこういった国際化を見据えた人材の育成というところまで踏み込んでですね、表現しているというのは一つの鳥栖の特徴ではなかろうかという感じもいたします。ですからそういった意味では、非常にこの点については、修正でよかったかなというような感じを持っております。

	橋本市長
	はい、どうもありがとうございます。
他に御意見とか。はい、お願いいたします。

	深川教育委員
	はい、私も同じような感じで今読ませていただいてるところです。
現在の鳥栖の良さ、それから、これから改善していかなければいけない内容も含みながらであるけれども、本当に10年先、30年先の鳥栖を見据えた、子どもたちを託していけるような内容に、本当に形がつくられてきたのかなっていうのをすごく感じながら読ませてもらってます。
実際に今私の仕事からすると、教育者を育成する立場にいる人間としても、これからの先生たちはこんな子どもたちを育てるために、やはり必要なことはこういうことなんだよっていうのをすごく、大学の生き残りではありませんけれども、そういったことを具体的に考えながら取り組んでいることが、その大綱の中にも、言葉は違いますけれども、きちんと表現されてるなっていうのを感じながら今読ませてもらったところです。以上です。

	橋本市長
	はい、ありがとうございます。
事務局はちょっとくすぐったい感じもするでしょうけど、どうですか。

	古澤教育委員
	私も同様の感想を持ちました。
前回から比べると本当に、「羽ばたけ！」っていうのを最初見たときに、よく考えたなというふうに私も思いました。これは二重丸ですね。
それと、この場で教育方針２の削除されたその部分を、今しっかりと二度ほど読み返しましたけど。外されたところの部分が結構大きいもんですから、なくして問題はないかなと。「青少年を心豊かに、育みます」でつながるかなというふうなのを、ちょっとそこに注目して読んだんですけど、そう問題はないかな。
よく言われるのが、青少年の定義は何だと。どこからどこまでを青少年と考えてますかとはよく言われることで、これは幅がずいぶん広くて、30ちょっと過ぎまで青少年の対象になる。法律的には幾つから幾つまでとかいうふうになってくるんですけど、なかよし会っていうのは、就学だいたい直後、前の方はあまりいないかなと思うんですけど。ですから、青少年というとだいたい小学校から、一般的には中学、高校までをいうかなということで、いい判断をされたのかなというふうに感じました。
それと、魅力の発信というのも非常に大事なことだろうと。発信力の弱いところは、結局、そこは誰にも振り向いてもらえないということがあったりするもんですから、ここもよく感じられたなというふうに感心しました。
よく、前回から比べると、意見も、私も言わせていただきましたけど、他の委員の先生方の意見より以上に変わったように感じました。以上です。

	橋本市長
	はい、ありがとうございます。花丸まではいただけなかったみたいです。

	古澤教育委員
	それは取っておきます。

	橋本市長
	はい。

	吉原教育委員長

職務代理者
	本当に、教育理念のこの「羽ばたけ！」を含め、教育方針も４つの柱を分かりやすくして変えていただいております。幅広い人が目にして分かりやすいというのが一番大綱には大事なことだと思いますし、すばらしいものができたと思います。
これをいかに市民の皆さんに、これが鳥栖の教育大綱だということで知らしめるのかが、これから一番大事じゃないかと思っておりますので、引き続きよろしくお願いします。

	天野教育長
	今これから、この大綱を市民の方にということもあるんですけども、どちらかというと、今まで教育プランというのをしっかりつくっておりましたので、教育プランから大綱をというような感じで、その教育プランに合うような形の大綱という気持ちもありましたけども、今、吉原委員言われたように、教育大綱ができたら今度は逆に、可逆的に、今度は教育大綱からよりもう一度教育プランを見直すという形のものをですね、今、事務局職員を中心として、していただいてますので、そういった意味で、今年この大綱に沿って教育プランをもう一度見直そうという作業をやってますので、また花丸をもらえるように御提供できたらというふうに思ってます。
また今、「グローバル化」という言葉を入れていただいたという。非常に私も大賛成でですね、記者さんが今日お見えですけども、数日前の社説に、「縮む社会にどう備えるか」というのが西日本の方に載っておったんですけど、その中で話を聞くと、非常に若者が内型志向になっているということで、2000年頃は４万6千人がアメリカに留学をしていたと。しかし、今はですね、２万人ぐらいということで。この２万人という数はですね、その社説に書いてあったんですけども、台湾よりも少ないということでですね。アメリカに行ってとか外国に行って留学すればいいっていう問題ではないんですけど、やはり出ていって初めて日本の国をもう一度振り返るっていう。価値観の問題にしてもですね。そういった意味で、この「グローバル化」ということで、しっかり我々もとらえていきたいと。今、委員長言われたように、教科「日本語」やってるからっていうのはもちろんあるんですけど、そういった意味も含めてですね、今度は鳥栖市民の、鳥栖のどういう子どもを育てるか。やっぱり国際社会で活躍できる人材をしっかり育てていきたいという気持ちでですね、やっていきたいというふうに思ってますし、もう一つ、そのためにもですね、この前市長さんの2回目の時にお話があったように、英語活動、英語教育ということも含めてですね、2020年から小学校３年生から始まる、それで小学校５、６年から教科に変わるということで、やることも多いんですけども、そういったとこでいかにコミュニケーション能力を高めて、英語教育の内容を高めていくかと。おまけに会話をいかにしてできるような形のものでとか、いろいろあると思うんですけど、その辺も含めて今後しっかり考えていきたいというように思っています。
もうひとつ、ちょっとついでに、その下に「知・徳・体の調和のとれた生きる力」ということを書いていただきました。私も、前回もちょっとこのことについて触れたんですけども、今非常にバランスの悪い子が多いんですね。極端な話でいくと、自分はもう部活で生きているとかですね、中学校で。部活だけを中心にやってる子どももいれば、部活にだけ、本当にあとは授業は寝てるような感じの子どもの話も聞いたことがあります。そういった意味で、このバランスのとれた子どもをいかに育てるかと。知・徳・体の調和のとれた生きる力をいかに育てるかということが大事じゃないかなというふうに思ってます。やっぱり知・徳・体のですね、どこかが抜けたらそこまでしか成長がないというのはもう前も話したとおりなんですけども、やっぱりバランスのよい子どもたちというのを、各学校でしっかり学校全体の中で育てていくということをですね、我々もしっかり考えていかなくてはいけないんじゃないかなというふうに思ってます。以上です。

	橋本市長
	はい、ありがとうございます。
委員の皆様からですね、大変貴重な御指摘をいただいて、それを受けとめて事務局のほうでも知恵を絞ってできたんだろうというふうに思っております。ありがとうございます。
では、一応大筋としては、皆様この教育大綱でよろしいということで御指摘いただいたというふうに思っております。そういうことでよろしゅうございますか。
はい、ありがとうございます。
では、鳥栖市の教育大綱としては、今日の稿をもって最終稿ということで取り組んでいきたいと思います。
繰り返しになりますけれども、毎年つくっておりました教育プランにつきましては、今度はこの教育大綱をもとに、毎年現実的なものを踏まえて、織り込んでつくっていくということになると思いますので、また今後ともよろしく御指導を賜りますようお願い申し上げます。
一応今日の議題はこれでよろしいでしょうかね。
はい、では事務局お願いします。

	江嵜教育次長
	それでは、今後のことについてなんですけれども、今回、本日御議論いただきました教育大綱につきましては、大筋合意をいただいたということで、文言等細かな表現、もしこう再度見直して出てくれば、その分についての細かな修正はさせていただければなと。主旨は大筋このままということでございます。
それで、この計画、大綱案につきましては、市の総合計画、これと整合性を図っておりますので、後期の総合計画が３月議会のほうで一応議決される予定でございますので、その総合計画の議決をもちまして、最終的に教育大綱につきましては確定をさせていただくというようなことで、その後、議会のほうに報告というようなことで取り扱っていきたいと考えております。
それと次回の総合教育会議については、一応５月のほうを予定しておりますので、日程が決まり次第、また御連絡させていただきたいと思います。以上でございます。

	橋本市長
	はい、ありがとうございます。
では、今日の総合教育会議はこれをもって終了といたします。どうも御協力ありがとうございました。
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